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OTS-130HSⅡ 小川製作所
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■主要寸法図（単位：ｍｍ）

■仕　様

■揚　程

■定格荷重表

（　）内数値は、60Hzを示す。
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■OTS-130HSⅡの特長
１．組立、解体の優れもの
　　☆OJ-13N（Ⅲ）にて解体可能
　　☆解体機の負荷を抑える為、最大分割重量は1.0t以下（タワー除く）
　　☆解体高さ寸法の低減を図る為、台座にアウトマストを接続できる構造を採用
　　 　（1.7m低減）
 　 ☆ 解体時、ジブ上部の自力折タタミ→仮置機構・トラスの自立解体、自力折タタミ解体機構を備え、
　　　解体用クレーンの揚程を低減

２．最大定格荷重は11.0tに設定
　　☆主に大型タワークレーンの解体用として開発（JCL500NKAクラス）
　　☆過不足の無い揚重能力、定格荷重を最大11.0tに設定（R25ｍジブ）

ジブ上部のピンを抜き
ジブ中間 Bを解体。床上に仮置（自力で可能）後

解体用クレーンにて小バラシ・搬出。

ジブを 30°まで起こし
ジブ・バックステーを固定する。
バックステーを取り外す。

巻上装置でトラスを倒し
専用ステーで固定する。
トラスを順次取り外す。

ジブ下部中間・ジブ下部を取り外す。

ジブ中間 Aを解体。
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